
平成２５年６月１７日

様

様

福島県公立小中学校事務研究会

会　長　　土　澤　琴　江　　　

　深緑の候、貴職におかれましてはますますご清栄のこととお喜び申し上げます。

　日頃より本会の研究活動に対しまして、ご理解とご支援をいただき、深く感謝申し上げます。

　さて、標記の大会を下記のとおり開催することになりました。

1大会テーマ 「子どもの学びを支援する学校経営事務をめざして」

～カリキュラム経営に参画する学校事務～

2趣 旨 　今、学校では「生きる力」「豊かな学力」など学習の保障のもと、子ども

たちの個に応じたきめ細かい教育や、地域に根ざした教育が求められている。

　学校事務職員は、高度化・複雑化する学校事務を的確に処理するだけでな

記

各公立小・中・特別支援学校長

各 教 育 委 員 会 教 育 長

　つきましては、この研究大会を実りのあるものにしたいと存じますので、貴所属の事務職員及

び事務担当者の参加について、特段のご配慮を賜りますようお願い申し上げます。

　学校事務職員は、高度化・複雑化する学校事務を的確に処理するだけでな

く、事務部門の統括者として関係諸機関との連携・協働を推進しながら学校

経営に参画していかなければならない。

　学校教育の目的達成のため、子どもの学びを支援する学校事務職員として

の資質向上をめざして、研究大会を開催する。

3主 催 福島県公立小中学校事務研究会

4主 管 福島県公立小中学校事務研究会企画推進委員会

5共 催 福島県教育委員会 郡山市教育委員会

福島県小学校長会 福島県中学校長会

6後 援 福島県市町村教育委員会連絡協議会

福島県ＰＴＡ連合会

公益財団法人日本教育公務員弘済会福島支部

7期 日 平成２５年８月２２日（木）

8会 場 ビッグパレットふくしま 【南郡山（２１０２）】

〒963-0115 郡山市南二丁目52番地 TEL (024)947-8010　



福島県公立小・中学校事務職員及び事務担当者

市町村教育委員会事務局職員 教育関係者

（パネルディスカッション）

テーマ：「子どもの学びを支援する学校経営事務をめざして」

～カリキュラム経営に参画する学校事務～

講　師： 国立教育政策研究所・初等中等教育研究部　総括研究官　藤 原 文 雄　様

国立大学法人福島大学総合教育研究センター　特任教授　渡 辺 博 志　様

福　島　県　小　学　校　長　会　　　　　　　会　長　福 井 一 明　様

全体研修及び分科会

企画推進委員会

プランニンググループ

アクションプラン会員実行

シートについて

二本松市立岩代中学校

主　査 岡　田　昌　也

相馬市立中村第一中学校

主 査 酒　井　香　理

【課題解決】

「校内会計事務システム」 福島県小学校長会

の定着化にむけて 郡山市立宮城中学校 会長

～講師派遣事業による 主　査 大　関　謙　次 福　井　一　明 様

取り組みから～

（研究推進委員会 （福島市立

・課題グループⅠ主任） 福島第一小学校 校長）

（研究協議）
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 プランニンググループでは、特別委
員会の「課題と解決策の相関表」を具
体的な行動に移すための「実行シー
ト」を作成した。会員が問題（課題）
を改善（解決）するために主体的に取
り組もうとしたときの「道標」となる
ものができればよいと考え取り組ん
だ。作成の経緯や活用方法について報
告・提案する。
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12

第
１
分
科
会

研究テーマ（研究方式）

:
1312

指 導 助 言 者
研 究 推 進 者
発 表 者

　研究推進委員会では、平成18年度よ
り「校内会計事務システム」の研究を
始め、平成20年度にはCD-R版を各支部
に配付した。また、平成23年度には
「学校徴収金執行フロー図」を加える
ことにより、活用度向上のための改善
を図っている。これまで本委員会で
は、県事務研「講師派遣事業」によ
り、各支部で「校内会計事務システ
ム」の普及活動を行ってきたが、今回
はそれらの活動報告とあわせ、演習を
行ったり、会員の声を紹介したりする
ことにより、県内小中学校への更なる
普及・利用促進を推し進めたい。
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【教育条件整備

・事務改善】 喜多方市立第二小学校

主　査 小　川　浩　子

福島大学

行動改革。 総合教育研究センター

「やってみよう！」が 北塩原村立第一中学校 特任教授

学校事務を変える！ 主　査 福　地　美智恵

～連携・協働による 西会津町立西会津小学校 渡　辺　博　志 様

カリキュラム経営への 主　査 新井田　美　和

参画をめざして～ 西会津町立西会津中学校

主任主査 相　田　サダ子

（研究協議）

【教育条件整備 いわき市立平第一中学校

・事務改善】 主　査 勝　倉　優　香

国立教育政策研究所

「カリキュラム経営参画」 初等中等教育研究部

はじめの一歩 いわき市立中央台北小学校 総括研究官

～教育活動への関わり 副主査 鈴　木　美　穂

1296日～ いわき市立小名浜第二小学校 藤　原　文　雄 様

主　査 馬　場　正　樹

（研究協議） いわき市立小名浜第二中学校

副主査 鵜　沼　圭　子

【教育条件整備 福島市立御山小学校 福島県教育庁

・事務改善】 主　査 酒　井　亜希子 義務教育課

管理主事

学びを支援するアプローチ 福島市立御山小学校 歌　川　哲　由 様

～学校備品の有効活用 主　査 酒　井　亜希子

から～ 福島市立野田中学校 田村市立都路中学校

主　査 紺　野　葉　介 主査

（研究協議） 福島市立杉妻小学校

主　査 久　家　　誠 　　仲　澤　市　雄

【教育条件整備 白河市立表郷中学校

・事務改善】 主　査 木野内　保　子

より高い意識を持ち 白河市立表郷中学校 会津美里町立高田中学校

主体的に実践する 主　査 木野内　保　子 主任主査

学校事務職員をめざして 白河市立五箇中学校

～今、求められる「力」を 副主査 坪　井　梨恵子 　　皆　川　　満

一人ひとりが高めるために～ 白河市立表郷小学校

主　査 鈴　木　郁　子 （企画推進委員会

矢吹町立矢吹中学校 ・プランニング

（研究協議） 主　査 円　谷　栄　子 グループ主任）

西郷村立羽太小学校

主任主査 佐　藤　美　子

◎　県事務研ホームページにおいて、大会の最新情報や分科会等で使用する資料を掲載します。

　事前に確認いただきましてご参加ください。

〈　県事務研ホームページ　http://f-jimuken.cside.com　〉

２,４００円　（会員以外の参加者）

研究テーマ（研究方式）
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当

研 究 の 概 要
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今、求められる「力」を一人ひとりが
高めるため、地区事務研として「智の
共有」を図り、組織的な取り組みをし
た研修・研究活動の報告。「カリキュ
ラム経営」に参画するため、求められ
る「力」を高める方法について協議を
深めたい。
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　新学習指導要領へ移行し、授業で使
用される教材も様変わりしている。ど
のような備品を整備するかは、子ども
の学びを支援するうえで重要なファク
ターの一つになっている。限られた予
算では購入できない備品を貸し借りす
ることで有効活用できると考え、備品
貸借を推進するための環境整備に取り
組んだ。

　「教育課程に関わるってどんなこと
だろう。」「カリキュラム経営に参画
するためにはどうすればよいのだろ
う。」「私たち学校事務職員は、子ど
もの学びを支援しているのか。」とい
う疑問を、研究発表特別委員会を中心
としたいわき市事務研の取り組みや日
常の業務を通して、教育課程へ関わる
ことについての認識変革や学校事務職
員のカリキュラム経営参画について考
える。
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　学校事務職員として、子どもたちの
ために何ができるか。今、私たちに必
要なのは「意識改革」だけでなく「行
動改革」ではないだろうか。キーワー
ドは『連携・協働』である。「やって
みよう」が学校事務を変えた！教職員
はもちろん、地教委や校長会等、他校
の学校事務職員同士の「連携・協働」
による学校事務改善を進め、さまざま
なマネジメントを通し、主体的にカリ
キュラム経営への参画を目指した北塩
原村と西会津町の実践報告である。発
表を通して、これからの連携や協働の
あり方を考えていきたい。

指 導 助 言 者
研 究 推 進 者
発 表 者



14大会参加申し込み
　「参加申込書」により７月４日（木）まで、各支部の申込責任者へ申し込んでください。
支部申込責任者の方は取りまとめのうえ、７月８日（月）までに「参加者名簿」を企画推進委
員会研修企画グループへ電子メール添付で申し込んでください。

　参加を取り消されても大会参加費の返金はできません。研究集録をもって代えさせていただ
きますので、あらかじめご了承ください。

　昼食・宿泊については、県事務研よりの斡旋は行いません。各自でご準備ください。

　なお、ビッグパレット内施設のレストラン「Foodパレットたらちね」より昼食斡旋のご紹介
がありましたので、昼食を希望される場合は、「別紙申込書」にて、各自お申し込みください。
（大会当日、レストランは定休日（木曜日定休）のため営業しておりませんのでご注意ください）

○大会参加申込先･･･企画推進委員会研修企画グループ　
E-mail：kensyu@f-jimuken.cside.com

＜参考＞
　・ビッグパレットふくしまホームページ　http://big-palette.jp/index.html

施設のご案内（施設ガイド・駐車場のご案内）

アクセス（交通アクセス・周辺ガイド・宿泊施設ご案内）

15

・　ＪＲ郡山駅西口「１番乗り場」から乗車、バス停「ビッグパレット」下車

　　　所要時間約１５分

・　東北自動車道郡山南ＩＣから約７㎞、車で約１５分

＊　駐車場は、一般の方も利用しますので、節車・相乗りにご協力をお願いします。

交 通 機 関

＊　駐車場は、一般の方も利用しますので、節車・相乗りにご協力をお願いします。



（会 員 用）
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主　事 安積　太郎 ○ ○ ○

＊　該当する欄に○をつけてください。

第３３回福島県公立小中学校事務研究大会参加申込書

参加分科会

職　名 氏　　名学　校　名

交通手段

＊記入例
郡山市立
郡山第一小学校

講
演
・
全
体
研
修
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